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※本プレスリリースは 本学HPでもご覧いただけます

⾼知⼯科⼤学は、⼤学院修⼠課程１年の岡⼭ 蒼⾐さんが起業した「株式会社Reflenge（リフレンジ）」（2025年
４⽉設⽴）を、今⽉1⽇付で、第1号となる「⾼知⼯科⼤学発スタートアップ企業」に認定しました。あわせて、本学への
寄付⾦を原資とし、起業する学⽣を⽀援する奨学⾦を創設し、「⼤学発スタートアップ企業」に認定された企業の代表者
に⽀給することも決定いたしました。

１枚⽬／全２枚

「⼤学発スタートアップ企業」に初の認定

7/24（金）に認定証授与式を開催

‐寄付金を原資とした「奨学金」も創設し、学業と起業の両立を支援‐

■⽇ 時 ︓2026年７⽉24⽇（⾦） 11:00〜11:30
■会 場 ︓⾼知⼯科⼤学 ⾹美キャンパス

（取材の際は、本館１F事務室の広報課をお訪ねください）
■参加者︓蝶野 成⾂学⻑、⼩廣 和哉副学⻑（認定審査会委員⻑）、

岡⼭ 蒼⾐さん（株式会社Reflenge 代表取締役/CEO）

2026年6⽉に開催された「⼤学発スタートアップ企業認定審査会」において、株式会社Reflengeから提出された
申請書に基づき学内で審査が⾏われました。
同社は、AIを活⽤したシステム開発等を通じて、⾼知県を中⼼とした地域密着型の事業展開を⾏っており、「競争優

位性の確保および地域貢献につながる」と⾼く評価されました。また、起業時から外部資⾦（出資や借⼊）に依存せず
⾃⼰資⾦で⿊字経営を維持している堅実な財務状況も評価され、規程に基づく認定要件を⼗分に満たすと判断されま
した。

⾼知⼯科⼤学発スタートアップ企業 認定証授与式

認定の経緯と評価

つきまして、以下のとおり、認定証授与式を開催いたします。

本学では、2026年2⽉に「⾼知⼯科⼤学における⼤学発スタートアップ企業の認定及び育成⽀援に関する規程」
（以下、規程）を施⾏し、学内の研究成果や学⽣の技術をもとに起業するスタートアップ企業の育成⽀援体制を強化
してきました。今回の認定はその第1号案件となります。

本学による主な⽀援内容
本学は、規程第3条に基づき、「⾼知⼯科⼤学発スタートアップ企業」に対して以下の育成⽀援を⾏います。
（※育成⽀援期間は、「３年を超えない範囲で学⻑が必要と認める期間」と定めています）

• 「⾼知⼯科⼤学発スタートアップ企業」の称号（商標）の使⽤許諾
• ⼤学施設（地域連携棟等）の有償使⽤
• 本学の研究設備（共⽤研究機器等）の利⽤



２枚⽬／全２枚

取材をご希望の場合は 7/23（⽊）17時までに
広報課までご連絡ください

【本リリースに関するお問い合わせ】
⾼知⼯科⼤学 広報課 岡花・渡瀬
TEL.0887-53-1080
E-mail ︓kouhou@ml.kochi-tech.ac.jp

株式会社Reflenge（リフレンジ）
株式会社Reflengeは、当時情報学群4年⽣であった岡⼭ 蒼⾐（おかやま・あおい）さんを中⼼に2025年4⽉に設

⽴されました。同年7⽉には、本学⾹美キャンパスの「地域連携棟」に学⽣が起業した企業として初めて⼊居しました。
地域の中⼩企業に寄り添う「かかりつけITパートナー」として、県内企業のECサイト構築や、農業⽤（ナス農家等）の
オリジナル勤怠管理アプリの開発、AIを活⽤したアプリ開発などを⼿掛けています。

【会社概要】
• 会社名︓株式会社Reflenge
• 代表者︓代表取締役／CEO 岡⼭ 蒼⾐（⼤学院修⼠課程 情報学コース1年）
• 所在地︓⾼知県⾹美市⼟佐⼭⽥町宮ノ⼝185 ⾼知⼯科⼤学 地域連携棟
• 設⽴⽇︓2025年4⽉15⽇
• 従業員︓６名（本学学⽣社員︓１名、本学学⽣アルバイト︓５名）
• 主な事業内容︓AIアプリ開発、業務改善コンサルティング、システム開発、

ITコンサルティング、WEB制作

奨学⾦について

４代⽬学⻑（2015-2023）磯部 雅彦⽒から、学⽣の起業または起業準備の⽀援を⽬的に寄せられた寄付⾦を
原資に、今⽉、学⽣の起業を⽀援する「奨学⾦」を創設しました。対象者は、⼤学発スタートアップ企業の代表者の本学
学⽣１名（複数の共同代表者がいる場合でも代表者１名）と定め、１名につき最⼤20万円を⽀給します。
今回、認定された株式会社Reflengeは、これまで⾃⼰資⾦のみで健全な経営を⾏ってきましたが、審査会では、今後

の事業拡⼤や設備投資に伴い必要となる将来的な資⾦調達や体制整備についての課題も指摘されました。本学として
は、資⾦⾯で盤⽯とはいえない学⽣の起業に対し、経営に専念できる環境を整備することが、社会や地域への貢献につ
ながると考え、本奨学⾦を創設しました。これにより、学業と起業活動のより円滑な両⽴をバックアップしてまいります。


